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1. 2025年3月期第3四半期の連結業績（2024年4月1日～2024年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期第3四半期 88,512 6.5 4,167 7.2 4,643 9.9 3,217 11.3

2024年3月期第3四半期 83,139 5.7 3,889 8.0 4,223 7.6 2,890 9.8

（注）包括利益 2025年3月期第3四半期　　4,170百万円 （△12.7％） 2024年3月期第3四半期　　4,775百万円 （65.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2025年3月期第3四半期 172.08 ―

2024年3月期第3四半期 153.83 ―

（注）当社は、2024年4月1日付で普通株式1株につき3株の割合で株式分割を行っております。このため、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと

　　　仮定して、「1株当たり当期純利益」を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2025年3月期第3四半期 104,571 42,546 40.5

2024年3月期 94,756 40,377 42.4

（参考）自己資本 2025年3月期第3四半期 42,302百万円 2024年3月期 40,134百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年3月期 ― 40.00 ― 140.00 180.00

2025年3月期 ― 15.00 ―

2025年3月期（予想） 45.00 60.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

（注）１　当社は、2024年4月1日付で普通株式1株につき3株の割合で株式分割を行っております。2024年3月期については、当該株式分割前の実際の配当金の

　　　　　額を記載しております。2025年3月期については、当該株式分割後の金額を記載しております。

　　　　　なお、当該株式分割を考慮しない場合の2025年3月期(予想)の年間配当金は、180円となります。

　　　２　2024年3月期の期末配当金には、記念配当10円が含まれております。

3. 2025年 3月期の連結業績予想（2024年 4月 1日～2025年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 116,000 2.2 5,500 5.1 5,900 5.8 3,900 △2.5 207.54

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年3月期3Q 19,493,907 株 2024年3月期 19,493,907 株

② 期末自己株式数 2025年3月期3Q 1,133,628 株 2024年3月期 703,446 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年3月期3Q 18,699,871 株 2024年3月期3Q 18,791,808 株

（注）１　当社は、2024年4月1日付で普通株式1株につき3株の割合で株式分割を行っております。このため、前連結会計年度の期首に当該株式分割が

　　　　　行われたと仮定して、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」及び「期中平均株式数」を算定しております。

　　　２　当社は、役員株式交付信託を導入しており、当該信託が保有する当社株式を期末自己株式数及び期中平均株式数の算定上控除する自己株式

　　　　　に含めております。

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達

成を当社として約束するものではありません。また実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想

のご利用に当たっての注記事項等については、添付資料3ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご参照下さい。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、各地域における戦争の影響や世界的なインフレの継続、中国で

長引く景気不振など、先行き不透明な状況が継続しております。

国内においても、物価高や円安の継続に加え人手不足の常態化などにより、経済活動は依然として盛り上がりを

欠いております。

このような状況下にあって、当企業グループでは、今後の売上目標を達成できるよう、受注活動を中心に注力し

てまいりました。

この結果、前期に計上した中国の大型案件を除いた受注高について堅調に推移しており、前年同期を大きく上回

っております。また納入業務である売上高については、豊富な受注残高を概ね納期通りに計上しております。この

ため、全般的に業績は順調に推移しております。利益面につきましても、増収による売上総利益の増益があり、各

段階利益もそれに連れ増益となりました。

資本政策につきましては、2024年11月29日に自己株式を450,000株取得したところであり、今後も株主還元および

資本効率の向上に努めてまいります。

当第３四半期連結累計期間の業績は、

売上高 ８８５億１２百万円 (前年同期比 １０６．５％)

営業利益 ４１億６７百万円 (前年同期比 １０７．２％)

経常利益 ４６億４３百万円 (前年同期比 １０９．９％)

親会社株主に帰属する
四半期純利益

３２億１７百万円 (前年同期比 １１１．３％)

となりました。

報告セグメントの業績は以下のとおりです。

東日本本部

北海道・東北・甲信越・関東地区が担当エリアであり、全体の売上高の約37％を占めております。

当第３四半期連結累計期間は、前年度の受注残高を順調に売上計上しております。このうち動伝部品の売上高

につきましては、半導体製造装置関連部品が若干弱含みとなったものの、産業全体に供給する部品は好調な業種

を中心に合計で前年同期を上回りました。設備装置関連については、受注高が大幅に増加した結果、売上高につ

いても着実に増加いたしました。このため、本部全体の売上高は328億53百万円（前年同期比112.7％）となりま

した。

西日本本部

北陸・関西・中国・四国・九州地区が担当エリアであり、全体の売上高の約34％を占めております。

当第３四半期連結累計期間は、動伝部品においては、受注高が回復傾向にあるものの、重工業向け等の売上高

が前年同期実績に届かず弱含みとなりました。設備装置関連では、受注高については、比較的規模の大きな案件

の新規受注もあったものの、前年同期には中国における大口受注実績が含まれるため、受注高合計では前年同期

に比べ減少いたしました。但し、この大口受注を除いた実績では、着実に増加しております。売上高について

は、受注残高を順調に売上計上しているため、前年同期に比べ大きく増加いたしました。このため、本部全体の

売上高は304億49百万円（前年同期比112.4％）となりました。

中日本本部

東海地区が担当エリアであり、全体の売上高の約15％を占めております。

当第３四半期連結累計期間は、受注高については、動伝部品、設備装置関連ともに急速に回復しております。

また、動伝部品の売上高は、自動車関連業界を中心として堅調に推移いたしました。設備装置関連については、

重工業や自動車関連、食品業界向け等を中心に前年度の受注残高を順調に売上計上しており、売上高が増加いた

しました。このため、本部全体の売上高は132億54百万円（前年同期比117.7％）となりました。

開発戦略本部

当企業グループ全体の海外ビジネスやマテリアルビジネスを担当し、それらビジネスの拡大や、制御・センシ

ングビジネスに向けた新商品の開発にも取り組んでいる部門で、その売上高は全体の約14％を占めております。

当第３四半期連結累計期間は、海外子会社の受注高及び売上高については、中国の景気減速の影響を受け、中

国子会社並びにＡＳＥＡＮ各国の子会社の業績は、総じて低調なものとなりました。マテリアルビジネスにつき

ましては、介護・衛生関連商品を中心に需要が弱含みで推移していることにより、受注高は回復傾向にあるもの

の、売上高は減収となりました。一方、新規事業であるセンシング・画像処理ビジネスの売上高は堅調に増加し

ております。このため、本部全体の売上高は119億54百万円（前年同期比76.5％）となりました。
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（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

資産、負債及び純資産の状況

① 資産

当第３四半期連結会計期間末の総資産は1,045億71百万円となり、前連結会計年度末に比べ98億14百万円増

加いたしました。流動資産は85億36百万円増加いたしました。主な要因は、当四半期末が休日のため、決済資

金が不要であったことから現金及び預金が46億21百万円増加したこと、受取手形、売掛金及び契約資産と電子

記録債権が合計で31億51百万円増加したこと等によるものであります。固定資産は12億77百万円増加いたしま

した。主な要因は、投資有価証券の時価が前連結会計年度末に比べ上昇したことにより10億79百万円増加した

こと等によるものであります。

② 負債

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は620億24百万円となり、前連結会計年度末に比べ76億45百万円増

加いたしました。流動負債は72億42百万円増加いたしました。その主な要因は、前受金が45億６百万円、支払

手形及び買掛金と電子記録債務が合計で30億５百万円増加したこと等によるものであります。固定負債は４億

３百万円増加いたしました。主な要因は、繰延税金負債が４億16百万円増加したこと等によるものでありま

す。

③ 純資産

当第３四半期連結会計期間末の純資産の部は425億46百万円となり、前連結会計年度末に比べ21億69百万円

増加いたしました。主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益を32億17百万円計上した一方で、配当金

の支払い11億75百万円を実施したこと、また投資有価証券の時価が前連結会計年度末に比べ上昇したことによ

り、その他有価証券評価差額金が８億56百万円増加したものの、自己株式の取得により８億43百万円減少した

こと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

今後の我が国経済は、インフレの継続や資源価格の高止まり、人手不足の常態化などに影響され回復の遅れが懸

念されます。また、海外の状況についても不安定な中東情勢や中国の景気回復の遅れに加え、米国で発足したトラ

ンプ政権の保護貿易政策の影響の度合いが不明であることなどから、企業の設備投資マインドは先行き不透明で

す。こういった状況下、当企業グループでは国内外の産業全般において、得意とする自動化・省力化の提案や環境

関連機器の拡販を積極的に行うことによりお客様の経営課題解決の一助となりながら業績拡大に努める所存です。

また、「ＥＳＧ」「ＳＤＧｓ」に向けた取組みを継続し、社会的課題解決に事業を通じて貢献してまいります。

先行きが不透明な状況下、これまでの売上状況の進展に加え、足元の受注状況は大変好調であり、受注残高も依

然として高水準であるため、以降の通期売上高は、工期管理や工事原価管理を厳格にしつつ客先納期を厳守してい

くことで、十分目標達成可能であろうと考えております。以上により、通期の業績予想は期初の計画通りとさせて

いただきますが、今後の状況により修正が必要となった場合には、速やかに修正開示させていただく所存です。

（通期連結業績予想）

売上高
（百万円）

営業利益
（百万円）

経常利益
（百万円）

親会社株主に帰属
する当期純利益
（百万円）

通期 116,000 5,500 5,900 3,900

（通期個別業績予想）

売上高
（百万円）

営業利益
（百万円）

経常利益
（百万円）

当期純利益
（百万円）

通期 109,000 3,750 5,250 3,870
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 26,855 31,476

受取手形、売掛金及び契約資産 30,167 33,169

電子記録債権 12,952 13,102

商品及び製品 2,666 2,339

仕掛品 954 1,117

その他 2,868 3,812

貸倒引当金 △186 △201

流動資産合計 76,279 84,816

固定資産

有形固定資産 2,284 2,423

無形固定資産 421 372

投資その他の資産

投資有価証券 14,633 15,713

繰延税金資産 12 25

その他 1,326 1,420

貸倒引当金 △202 △201

投資その他の資産合計 15,771 16,958

固定資産合計 18,477 19,754

資産合計 94,756 104,571

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 20,954 21,610

電子記録債務 21,688 24,038

未払法人税等 749 841

前受金 5,331 9,838

役員賞与引当金 14 80

工事損失引当金 20 20

その他 1,321 893

流動負債合計 50,080 57,322

固定負債

役員株式給付引当金 176 192

退職給付に係る負債 1,860 1,839

長期未払金 211 199

繰延税金負債 1,802 2,218

その他 248 251

固定負債合計 4,298 4,702

負債合計 54,379 62,024
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,945 2,945

資本剰余金 1,944 1,944

利益剰余金 29,172 31,214

自己株式 △622 △1,443

株主資本合計 33,439 34,661

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 6,580 7,436

繰延ヘッジ損益 △67 △25

為替換算調整勘定 197 237

退職給付に係る調整累計額 △15 △5

その他の包括利益累計額合計 6,694 7,641

非支配株主持分 243 243

純資産合計 40,377 42,546

負債純資産合計 94,756 104,571
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

売上高 83,139 88,512

売上原価 70,283 74,897

売上総利益 12,856 13,614

販売費及び一般管理費 8,967 9,447

営業利益 3,889 4,167

営業外収益

受取利息 5 4

受取配当金 358 457

持分法による投資利益 － 13

その他 32 53

営業外収益合計 396 529

営業外費用

支払利息 5 4

持分法による投資損失 32 －

為替差損 4 32

その他 20 16

営業外費用合計 62 53

経常利益 4,223 4,643

特別利益

投資有価証券売却益 33 217

特別利益合計 33 217

特別損失

固定資産除売却損 － 10

事務所改装費用 － 106

特別損失合計 － 117

税金等調整前四半期純利益 4,256 4,743

法人税、住民税及び事業税 1,345 1,547

法人税等調整額 20 △11

法人税等合計 1,366 1,535

四半期純利益 2,890 3,207

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △0 △10

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,890 3,217
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

四半期純利益 2,890 3,207

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,789 856

繰延ヘッジ損益 △9 41

為替換算調整勘定 63 51

退職給付に係る調整額 11 9

持分法適用会社に対する持分相当額 29 4

その他の包括利益合計 1,884 963

四半期包括利益 4,775 4,170

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,759 4,164

非支配株主に係る四半期包括利益 16 5
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

（株式報酬制度「役員株式交付信託」）

当社は、当社の取締役（社外取締役は除く）及び取締役を兼務しない執行役員（以下「取締役等」という）を対

象とした株式報酬制度「役員株式交付信託」（以下「本制度」という）を導入しております。

本制度に係る会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱

い」（実務対応報告第30号 2015年３月26日）に準じております。

(1) 取引の概要

本制度は、当社が金銭を拠出することにより設定する信託（以下「本信託」という）が当社株式を取得し、当社

が各取締役等に付与するポイントの数に相当する数の当社株式が本信託を通じて各取締役等に対して交付される、

という株式報酬制度であります。なお、取締役等が当社株式等の給付を受ける時期は、取締役等の退任時でありま

す。

(2) 信託に残存する自社の株式

本信託に残存する当社株式を、本信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く）により純資産の部に自己株式

として計上しております。

当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度末322百万円、273,300株、当第３四半期連結会計期間末

298百万円、252,900株であります。

当社は、2024年４月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。上記の株式数につい

ては、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して算定しております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

減価償却費 179百万円 226百万円
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（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報並びに収益の分解情報

報告セグメント

合計
(百万円)

調整額
(百万円)

四半期連結
損益計算書
計上額
(百万円)

東日本
本部

(百万円)

西日本
本部

(百万円)

中日本
本部

(百万円)

開発戦略
本部

(百万円)

売上高

一時点で移転される財又は
サービス

23,554 20,126 10,374 15,018 69,073 ― 69,073

一定の期間にわたり移転さ
れる財又はサービス

5,597 6,969 888 609 14,065 ― 14,065

顧客との契約から生じる収益 29,151 27,096 11,263 15,627 83,139 ― 83,139

外部顧客への売上高 29,151 27,096 11,263 15,627 83,139 ― 83,139

セグメント間の内部
売上高又は振替高

287 1,176 200 1,021 2,686 △2,686 ―

計 29,439 28,273 11,464 16,648 85,825 △2,686 83,139

セグメント利益 1,675 2,036 639 652 5,003 △1,114 3,889

(注)１ 各セグメントの主な販売エリア及び所属する子会社は下記の通りであります。

なお、客先の依頼により納入先が販売エリア外となる場合があり、その場合は担当部門が所属するセグメン

トにて実績計上しております。

セグメント別 主な販売エリア及び所属する子会社

東日本本部 北海道・東北・甲信越・関東地区及び同地区所在の子会社６社

西日本本部 北陸・関西・中国・四国・九州地区及び同地区所在の子会社５社

中日本本部 東海地区及び同地区所在の子会社１社

開発戦略本部 日本全国・海外及び海外子会社７社

２ 各セグメントが取扱う主要な商品は下記の通りであります。

セグメント別 商品大区分 主要商品名

東日本本部

西日本本部

中日本本部

開発戦略本部

動伝部品
変減速機等各種駆動部品、コンベヤチェーン等各種搬送部品、制御機器、

各種センサー、電子機器、その他伝動機器

設備装置

クリーンエネルギー関連設備、医薬関連設備、化学機械装置、水処理装置、

食品機械、その他環境装置、工作機械、産業用ロボット、各種コンベヤ、

各種自動化装置、立体倉庫及び自動仕分装置、各種輸送装置を含むＦＡシ

ステム

産業資材

及び新商品

各種不織布及びその加工品、各種合成樹脂成形機及び成形品、機能素材

センサ、産業用カメラ・レンズ、画像処理システム

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整

に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 5,003

セグメント間取引消去 △7

全社費用(注) △1,107

四半期連結損益計算書の営業利益 3,889

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報並びに収益の分解情報

報告セグメント

合計
(百万円)

調整額
(百万円)

四半期連結
損益計算書
計上額
(百万円)

東日本
本部

(百万円)

西日本
本部

(百万円)

中日本
本部

(百万円)

開発戦略
本部

(百万円)

売上高

一時点で移転される財又は
サービス

25,398 19,365 11,557 11,954 68,276 ― 68,276

一定の期間にわたり移転さ
れる財又はサービス

7,455 11,084 1,696 ― 20,236 ― 20,236

顧客との契約から生じる収益 32,853 30,449 13,254 11,954 88,512 ― 88,512

外部顧客への売上高 32,853 30,449 13,254 11,954 88,512 ― 88,512

セグメント間の内部
売上高又は振替高

195 1,421 306 976 2,900 △2,900 ―

計 33,049 31,871 13,561 12,931 91,413 △2,900 88,512

セグメント利益 2,293 1,932 927 336 5,490 △1,322 4,167

(注)１ 各セグメントの主な販売エリア及び所属する子会社は下記の通りであります。

なお、客先の依頼により納入先が販売エリア外となる場合があり、その場合は担当部門が所属するセグメン

トにて実績計上しております。

セグメント別 主な販売エリア及び所属する子会社

東日本本部 北海道・東北・甲信越・関東地区及び同地区所在の子会社６社

西日本本部 北陸・関西・中国・四国・九州地区及び同地区所在の子会社５社

中日本本部 東海地区及び同地区所在の子会社１社

開発戦略本部 日本全国・海外及び海外子会社７社

２ 各セグメントが取扱う主要な商品は下記の通りであります。

セグメント別 商品大区分 主要商品名

東日本本部

西日本本部

中日本本部

開発戦略本部

動伝部品
変減速機等各種駆動部品、コンベヤチェーン等各種搬送部品、制御機器、

各種センサー、電子機器、その他伝動機器

設備装置

クリーンエネルギー関連設備、医薬関連設備、化学機械装置、水処理装置、

食品機械、その他環境装置、工作機械、産業用ロボット、各種コンベヤ、

各種自動化装置、立体倉庫及び自動仕分装置、各種輸送装置を含むＦＡシ

ステム

産業資材

及び新商品

各種不織布及びその加工品、各種合成樹脂成形機及び成形品、機能素材

センサ、産業用カメラ・レンズ、画像処理システム

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整

に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 5,490

セグメント間取引消去 △4

全社費用(注) △1,318

四半期連結損益計算書の営業利益 4,167

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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３．その他

・補足情報

受注、販売及び仕入の状況

① 受注実績

当第３四半期連結累計期間における受注実績を報告セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高(百万円)
前年同四半期
増減比(％)

受注残高(百万円)
前年同四半期
増減比(％)

東日本本部 36,258 +23.3 28,652 +16.7

西日本本部 34,524 △17.0 41,387 +0.9

中日本本部 14,957 +22.9 9,341 +5.7

開発戦略本部 13,321 △17.3 7,080 +5.2

調整額 △2,145 ― △1,912 ―

合計 96,916 +0.2 84,549 +7.8

② 販売実績

当第３四半期連結累計期間における販売実績を報告セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同四半期増減比(％)

東日本本部 33,049 +12.3

西日本本部 31,871 +12.7

中日本本部 13,561 +18.3

開発戦略本部 12,931 △22.3

調整額 △2,900 ―

合計 88,512 +6.5

③ 仕入実績

当第３四半期連結累計期間における仕入実績を報告セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 仕入高(百万円) 前年同四半期増減比(％)

東日本本部 28,047 +12.2

西日本本部 27,495 +17.5

中日本本部 11,198 +14.1

開発戦略本部 10,892 △24.2

調整額 △2,900 ―

合計 74,733 +6.9


